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柚木らうは多窒素条件で育苗した 7葉期の苗にガラス室

内において,10～ 25X104/能 の胞子濃度でいもち菌を噴

霧接種し,その結果あらわれたS型病斑数の差でイネ品種

の圃場抵抗性を評価した。しかしこのような方法はガラス

室内で大量検定を行おうとする場合,葉令が進んでいるた
めガラス室の利用面積を多く必要とするから好ましいこと

ではない。また苗丈の違いに影響されて各品種の葉面に胞

子液が均等に付着せず品種本来の抵抗性を表わさないこと

も考えられるう。罹病程度の調査法としては,病斑数や優
越病斑型による方法

1'うが一般的であるが, 多大の労力を

要し簡易検定には使い難い。

このことから本試験では 2～ 4葉期の材料を用いて噴霧

接缶検定を行う場合の,接種法,肥料,lla子濃度などにつ
いて検討してみた。

0)1,76年 (夏期試験および冬期試験 ):
供試品種にはいもち病抵抗性因子P'―αをもつフジヾノ

リ(強 ),キ ヨニシキ, さわにしき(以上やや強 ), トワ

グ(中 )。 オオトリ(やや弱 ),ササングレ(弱 )の 計 6

品種を用いた。 58“×28けの機械移植用育苗箱を14続×

18“の面積でるつに仕切り各品種 300粒を散播した。夏期

試験では 2葉苗と35葉苗とを用い,胞子濃度は4,20,100

万/責′の 3段階,菌は比較的病原力の強い長 69-150(N
-1)を用いた。接種方法としては,夕方ガラス室内で接
種し寒冷紗で被覆する方法と接種箱内で接種する方法をと

つた。1圏呼は1箱当り備蜘舞安(13-13-13)を 1呼施用した。

冬期試験では 2葉苗と5葉薔とを用い,使用菌,胞子濃
度は夏期試験と同じとし,接種箱内で接種を行つた。
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は硫加鱗安(13-15-13)を 箱当ワ40′与えた普通月巴と2′ を

与えた少肥の2区 を設けた。

12)1977年 (夏期試験 )
供試品種にはいもち病抵坑性因子十の奥羽247号 (極強).

ササミ′り(強 ).ハツニツキ(中 ),セキミノリ(弱 ),コンヒカ

リ(極弱),P'一αをもつトヨニツキ.石岡2号 (以上強).キ
ヨニシキ(やや強),農林41号 (やや弱).ササ‐シキ(弱 )の計

10品織を用い,育苗箱を14m× loぃの面積で 10に 仕切 り

各品種150粒 を播種した。

使用菌,胞子濃度は1976年 と同じとし,機種箱内で接種し

た。肥料は基IEと して箱当り硫加燐安(13-13-13)10,を

施し,接種後尿素を2θ 追肥した。

試験結果および考察

0)1,76年 (夏期試験および冬期試験 )
夏期試験における供試品種の罹病程度について分散分析

を行った結果,品種間差異は 2葉期に接種箱内で接種した

区だけに認められた。胞子濃度では図 1に みられるように

20,100m/m′の高い濃度で品種間差異を判定しやすいよう

に思われた。判月1は強,中,弱の 5段階が可能であり,や
や強,中,やや弱の判,1はできなかつた。密播条件にして

上からかん水を行つたため,ガラス室内においても自然感
染がみられ,そのため長く育苗された05葉苗では品種間
差異がみられなかつた。
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図 1 イネ品種のいもち病罹病程度の比較
(1976,夏期試験)

注.普通月じ区, 2葉苗に接種箱内で接種した。胞子
濃度は 3段階で 1:4× 104/.ι, 2:20× 104/
凛ι, 3:10o× 104/mιである。

冬期試験では自然感染はみられなかった。供試品種の羅

病程度について分散分析した結果は表 1の通りで,普通肥

区の 2葉苗, 5葉苗で明らかな品種間差異が認められた。

しかし少月巴区では品種間差果がはつきりしなかつた。胞子

濃度では,20,100万 /煎ιで品種間差異が拡大され達観調
査には適当と思われた (図 2)。

普通1巴区・ 2, 3葉苗でみられた品種の抵抗性と一般に

評価されている抵抗性とを比較するとき, 2素苗では弱の

ササングレがガラス室できわめて強く表われており,やや

強のキヨニシキは弱く表われていた。このような違いは接
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表 1 異なる葉令,肥料条件におけるイネ品種の
罹病程度の分散分析結果
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由
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誤  差 ふ06 151 l150 o56

は F値である。調査は12 22日 に行 つた。

表 3 3胞子濃度におけるイネ品種の経病程度の
分散分析結果
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自

薔
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度 4× 104 20 x 10' 100 I 10.
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注.数値はF値である。調査は 7月 11日 に行つた。

値で数値 る。注 . 新2号型品種 (+)
LSD(5%) 愛知旭型品種 (Pi a)

2葉苗

|ょ:D(5鴛

3葉苗

I夕FD(5%

1;;,1:ワ
リ キ  キ リ リ き グ

罹
病
指
数

W
學罹

病
指
数

ヨ

一
●

ン

キ

コ

ンヽ

ヒ

カ

リ

キ

ミ

′

リ

ハ
ツ
ニ
シ
キ

サ
ミ
ノ
リ

羽
二
四
七
号
邸
　
注．

サ
シ
グ

レ

に

し

き

サ
シ
グ

レ

ン
ミ  ワ
ノ

リ ダ

万

図2 イネ品種のいもち病羅病程度の比較
(1976.冬期試験 )

注.普通1巴区, 1,2,3は 胞子濃度を示す (図
1参照 )

種時における品種の葉身の直垂程度と関係があり,葉身が

立つていた品種は胞子の付着が少なく,よ り抵抗的に表わ

れたと考えられる。また,少 1巴区で品種間差異が表われに

くかったのは全般に葉身が立つていて,胞子付着が順調に

いかなかつたためと考えられる(表 2)。

表 2 接種時における供試品種の葉身の直垂程度

イネ品種のいもち病罹病程度の比較
(1,7フ 夏期試験 )

1,2,3は 胞子濃度を示す (図 1参照 )。

ずれの胞子濃度でも認められたが, とくに100万 /■′で明

瞭であつた。供試品種の抵抗性では水陸稲の石岡2号 (強 )

が「中」として表わされたが,その他の品種では極強,強 ,

中,弱,極弱の 5段階の判別が可能であつた (図 3)。

む  す  び

噴霧接種によるイネいもち病のガラス室内簡易検定法に

おいては,葉令は少ないほうが望ましい。本試験では普通

の育苗箱を用いて 2～ 4葉の苗を育て,接種法,肥料,胞

子濃度などについて検討を加えた。

その結果, 2～ 4葉苗でも葉身の垂れ具合の揃つた材料

を育てえれば,高濃度の胞子液を接種箱内で接種して,罹

病程度を達観観察することにより,品種の抵抗性判定があ

る程度可能であることがわかった。
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注.数値は 6区の平均, 1:直 , 2:や直, 5:中 ,

4:や垂, 5:垂の基準によつた。

l・z)1977年 (夏期試験 )

接種時の苗丈は各品種の特徴を表わしていたが,葉身は

各品種ともやや垂れていた。冷房装置により空気が流動す

るため自然感染はみられなかつた。供試品種の罹病程度の

分散分析結果を表3に示したが,抵抗性の品種間差異はい
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